
①　以下の文章を読みながら「さ・し・す・せ・そ」に ○（まる）をつけてください。


　きんねん、しんこうげいじゅつのなにおいていくたのぶんげいう
んどうがこころみられてきたが、いたずらにひそうのしんきをおう
ほかになすところをしらなかった。じゅうらいいくたのかくのごと
きしん（？）ぶんがくうんどうのかんぜんなしっぱいは、「あたら
しさ」をあやまらしめ、どうじにぶんがくをよぎらしめた。 
　わたしのかんがえによれば、げいじゅつははんぱつせいしんのあ
らわれであり、じだいそうぞうてきなはげしいいしによってなさる
べきものであるとおもわれるにかかわらず、さいきんにほんぶんが
くのあたらしいけいこうは、ろうじんのしゅみにいっちすることを
もっともじゅんすいとみなし、もっともむきりょくな、じいてきな
にんげんたんきゅうによぎったこうふんをかんじている。ふどうの
ものえいえんのものはすでにほろびている。われわれはへんかのな
かに、はってんのいちかていのなかに、はんぱつからそうぞうへむ
かうにんげんをたんきゅうしつくりつづけてゆかなければならな
い。 
    
②　各仮名の個数を数えて、数を書いてください。


さ　　　し　　　す　　　せ　　　そ


③　何について書かれた文章でしたか？口頭で教えてください。
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